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: 技構科字一平成25年 大学 まし,,

た。平成28年に設lIした「技術科学イ'ーション研究構」一て 官共同読究は、多くの成果を全み出してい一 ,,

ます。平成30年には「E学共創プラットフォーム共同研究推進プログラム(0PERA)共創プラットフォーム青成型」に採択

されました。今回のシンポジウ.1l.,,では、「未来へのポーダレスな挑戦̃組被・地域の垣根を越えで 」̃をテーマに、ご参加の_技lf科学大学管構との口llを通して、価値al造イノぺーション研究をさらに深化させたいと考えております。管構のご来場を心よりお待
字 ●大 西 隆 ち し て お り ま す。

2019年 ー プログラム _ _12:00開場/受付開始ポスター・ァモ展1i、 03月260の 一 程お3埃望開 ,n技術科学大学学最大西隆

日0 13:05来責ご換1f;文部科学者科学技術・学術政策局産業通構・地域支通M西保正明氏
商●正明氏

13:0 0̃ 17:40 田一 基Ml購演

〇ホテルアソシァ豊橋 境i1i勇居難黙屬取器a望へ9器三氏 Ilj:l5 F ザ・ ポー ル ,l レー ム
量橋市花田町西宿(量橋駅直結) 14:00器慧し文品値の創造と地域社会への買献 -
TEL:0532-5 7-1010(代表) ̃イノベーション協〇研究プロジェクトがもたらしたもの̃  a一三氏

httP・//WWW・aSSOCia・COm/tyh/ ●構技術科学大学理事・lI学最/技術科学イノベーション研究1農構1農構最考●一彦

参加M料9器完高:5õ '9:oo 142o望義基3で未来を拓く̃ j 1とチモーダルセンシング共創コンソーシアA日̃因
器 _ S器整器話美9P器言事5認る電i,-ill解観9定括通田和明 考:_, ,m,明

※ 定 ● に 速 し 次 算 前 切 り と さ せ て い た だ き ま す  1 4.4 0̃ 15.3 0 ポ ス ター.一モ展 示 /コーヒープレイ ク

用 ぉ申込QRコード 競一 研究紹;、 ア 不

器i:象器,t,きi構 器2空言高5t;M m,願 '5:3o5:j3jg美認器灘索話差ジ名t幸 二 郎

商 ・社離 一、、一- - ガ --o 15:45産学l l国コン1'ンアムによる小規種普及型パイオス発電:ンスァム
2019年3月20日(水) ロf l' I I構技術科学大学グ口一パル工学教青推進センタ一教授大門格之

開 16:00電界結合ワイヤレス電力伝送
国立大学法人量橋技術科学大学 _ ●構技術科学大学末来eークルシティリサーチセンタ一最教授 大平孝

研 究 推 進 ア ド ミ ニ ス ト レーシ ョ ン セ ン タ一事 精 室  m パ ネル討 論

TEL:0532-4 4-1561 16:20未来へのポーダレスな挑戦̃組a・地域の;E根を超えて̃
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・文部科学者科学技術・学術政策局産業速1第・地域支通題最西保正明氏 申山a最氏加ifl!l氏

シンフォニアテクノロジ一株式会社代表取開置藤●三氏 a'
最 同 技 術 科 学 大 学 学 最 補 佐 / 教 授  中 山 患 報 氏
量知集日u知事加藤・a也氏 ■
・● l l市 長  佐 原 光一氏

●構技行科学大学日ll学:最/研究推進アドミニストレーションセンタ一最田中三郎佐口光_氏国申三1,
主性国立大学法人豊橋技術科学大学 - 17:40開会埃移
後援:日本経済新聞社名古E支杜 - 17:50情報交換会(19:00終了)_い一高H題lH國一因=


